
 

令和３年３月１７日 

国土交通省中部地方整備局 

全国に先駆けて、中部に初開設！ 

コロナ禍に対応した新しい仕事の進め方・ 

  デジタル化による建設業の仕事改革を進めます！ 
～中部地方整備局内にインフラ分野のＤＸを推進する新たな交流フィールドが誕生～ 

 

 このたび、「コロナ禍に対応した新しい仕事の進め方・デジタル化による建設業の仕事改革」の中部地

方整備局の取り組みの一環として、インフラ分野の DX（デジタルトランスフォーメーション）を推進さ

せるため、中部地方整備局内に、全国で最初の「中部インフラ DX ソーシャルラボ」を開設します。 

 

１．日  時 

令和 3年 3月 25 日（木） 10:00～10:30 開所式・オープニングセレモニー  

10:30～      希望者 VR 体験等 

出席者  中部地方整備局長  堀田 治 

２．場  所 

中部地方整備局 3 階 中部インフラ DX ソーシャルラボ 

  〒460-8514 名古屋市中区三の丸２－５－１ 名古屋合同庁舎２号館 

３．添付資料 

資料 １  中部地方整備局のインフラ分野の DX 推進に向けた環境整備 

別添-１  取材登録票 

   参考資料 国土交通省インフラ分野の DX 推進本部 第２回資料 

４．その他 

取材を希望される報道関係者におかれましては、3月 23 日（火）15 時までに取材登録書（別添－

１）を FAX にて送付願います。 

なお当日は、中部地方整備局東側玄関にて 9:30 から受付を行います。 

また、当日配布資料として、施設概要資料・施設パンフレット・映像データ等を予定しています。 

５．配 布 先 

中部地方整備局記者クラブ、中部専門記者会 

 問い合わせ先  

国土交通省 中部地方整備局 企画部 技術管理課  

技術管理課長   松村 昭洋（まつむら あきひろ） 

技術管理課長補佐 石川 堅一（いしかわ けんいち） 

ＴＥＬ：０５２－９５３－８１３１  ＦＡＸ：０５２－９５３－８２９４ 

 

 



中部地方整備局のインフラ分野のDX推進に向けた環境整備
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中部 地方整備局

本省

DX ルーム
つくば

DXセンター

近畿地整

ネットワーク

関東地整

ネット ワーク

中部地方整備局

中部インフラ

DXソーシャルラボ

新丸山ダム

工事事務所

災拠点機能

i-Constructionモデル事務所

交流フィールド

無人化・自動化機械

AR、ウェアラブルカメラ

による現地確認

オンライン会議

センター

の活用

九州地整

ネット ワーク

中部技術事務所
中部インフラ

DXセンター

・本体と設備との整合性確認
・４D化による施工手順の合理化
・ドローン等による３Dデータ収集
・ダム施工のICT化、無人化等の試行
・ARの活用、ウェアラブルカメラの
実装による監督検査の効率化

・施設管理に必要な電子データの収集
管理、点検、更新の効率化検討

自治体、企業等と連携
最新技術の情報共有
（建設関係、IT関連）

バーチャル新丸山ダム

２F（研修エリア）

１F（体験エリア）

DXセンターを活用した人材育成プログラム等

「中部地整BIM/CIM活用検討会」

アドバイザー
名古屋工業大学 大学院

秀島教授

リアルフィールド バーチャルフィールド

BIM/CIM活用の技術紹介、VR体験

対象者に応じた研修、体験学習
・発注者（中部地整、自治体）
・受注者（測量設計者、施工者）
・学生（大学、高専、高校）

現場とリンクした最近技術の体験
・３Dモデル作成（PC,３DCAD）
・VRによる現場の疑似体験
・ARを使用して設計の整合性確認
・ウェアラブルカメラによる遠隔臨場
・建設機械の遠隔操作

DXにより実現する世界を協同

・本省、つくばとの連携
・中部技術と情報共有
・新丸山ダムと情報共有

BIM/CIM活用
【３Dデータの実運用】

BIM/CIM活用
【人材育成】

アドバイス

yasue-t85ab
テキストボックス
資料１



中部インフラDXセンター（中技）、中部インフラDXソーシャルラボ（本局）の整備

大型ディスプレイ、VRゴーグル、テレビ会議セットなどを整備

２F 研修エリア

１F 体験エリア

中部技術事務所
「中部インフラDXセンター」

大型スクリーン、VR機器、高性能PCなどを整備

大型スクリーン、ディスプレイ、高性能PCなどを整備（配置変更が容易）

中部地⽅整備局 ３F
「中部インフラDXソーシャルラボ」

２

中部 地方整備局



DXソーシャルラボ・DXセンターの整備内容

３

中部 地方整備局

DXソーシャルラボ DXセンター



別添ー１

「中部インフラDXソーシャルラボ開設イベント」 
　取材登録票

・取材をご希望される報道機関におかれましては、事前のご登録をお願い致します。こ
ちらの用紙に記載いただき、ＦＡＸにて返信ください。

・取材希望の状況によっては、人数を調整させていただく可能性があります。
・マスクの着用、事前の検温をお願い致します。

ＦＡＸ送信期限：３月２３日（火）１５：００まで

【ご登録いただく内容】

１．報道機関名

２．ご氏名

３．連絡先（電話番号）

４．VR体験希望（以下のどちらかに○をしてください）

有り 無し　　

【提出先】 ＦＡＸ：０５２－９５３－８２９４



インフラ分野のデジタル・トランスフォーメーション
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●在宅勤務や遠隔による
災害支援など新たな
働き方を実現

●危険・苦渋作業からの
解放により、安全で快適
な労働環境を実現

【インフラ分野のデジタル・トランスフォーメーションで実現するもの】

国⺠

業界

職員

●行政手続きの迅速化や
暮らしにおけるサービス
向上の実現

●インフラのデジタル化で
検査や点検、管理の高度
化を実現

Before（Now） After（Future）

出典：総務省統計局「国勢調査2020総合サイト」
（https://www.kokusei2020.go.jp/index.html）を加工して作成

画像：NEXCO東日本
「最先端映像技術ＭＲを活用した技術者育成」

出典：総務省統計局「国勢調査2020総合サイト」
（https://www.kokusei2020.go.jp/index.html）を加工して作成

出典：https://careecon.jp/blog/3970040302

参考資料
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【行政手続きや暮らしにおけるサービスの変革】

 手続きのデジタル化やオンライン化を進め、行政手続き等の迅速化を推進
 デジタルデータの利活用を進め、暮らしにおける各種サービスを向上

行政手続き等の迅速化 暮らしにおけるサービス向上

令和２年７⽉よりケンタッキーフライドチキン
（相模原中央店）での試⾏運⽤を実施中

▲自動重量計測装置 ▲ETC2.0

重量を遠隔
で確認

推奨経路を
表示可能に

連
携

経路を遠隔
で確認

連
携

ETCによるタッチレス決済の普及

特車通行手続き等の迅速化

• 電子申請システムの導入等に
よる、特殊車両通行手続きの即
時処理や、道路占用許可、特定
車両停留施設の停留許可手続
きの効率化を実現

• ETC2.0等を活用し違反車両の
取り締まりを高度化

• 駐車場やドライブス
ルーなど、高速道路
以外の多様な分野へ
のETCを活用したタッ
チレス決済の普及・拡
大

港湾関連データ連携基盤の構築

港湾全体の電子化により、
• 物流手続・行政手続の効率

化、遠隔・非接触化を実現
• 施設の効率的なアセットマ

ネジメントを実現

港湾物流手続

港湾
管理者

港湾工事施設情報

施設
利用者

施設利用等の行政手続

申請

許可

S/I

船腹予約

海貨
船社

陸運
荷主

税関

港湾全体の電子化

ＩＴやセンシング技術等を活用したホーム転落防止技術の活用促

進

• ＩＴやセンシング技術等の活用により、視覚障害者の駅ホームでの転落事
故を未然に防ぎ、駅ホームでの更なる安全性を向上

カメラ 画像認識AIサーバー
（白杖・車椅子検知モード）

改札口

通知用パソコン

駅務室

駅係員（事務所執務）

お手伝い・
お声掛け

タグ

バイブレーター

受信機
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【 ロボット・AI等活用で人を支援し、現場や暮らしの安全性を向上】
 ロボットやAI等により施工の自動化・自律化や人の作業の支援・代替を行い、危険作業や苦渋作業を減少
 AI等を活用し経験が浅くても現場で活躍できる環境の構築や、熟練技能の効率的な伝承を実現

安全で快適な労働環境を実現 AI等を活用し暮らしの安全を確保

熟練技能のデジタル化で効率的に技能を習得

• AIにより点検画像か
ら変状を自動検出し、
点検員の「判断」を支
援

• センサーにより熟練技能を見
える化し、効率的な人材育成
手法を構築

出典︓芝浦⼯業⼤学 蟹澤研究室研究より

• カメラ画像を活用した
ＡＩによる交通障害の
自動検知

シミュレータを活用した自律運転の研究開発

VR遠隔操作

AI搭載建設機械による自動施工

• 産学官共同の建設基盤を整備し、無人化施工、
自律施工に向けた研究開発を推進

• 身体負荷の軽減や視覚・判断の補助を行うパワーアシストスーツ等を
導入し、苦渋作業を減少

災害現場における重量物運搬の例

無人化・自律施工による安全性・生産性の向

上

パワーアシストスーツ等による苦渋作業減少

人材育成にモーションセン

サー等を活用

AI等による点検員の「判断」支援

CCTVカメラ画像を用いた交通障害自動検知



マスタータイトルの書式設定
 調査・監督検査業務における非接触・リモートの働き方を推進し、仕事のプロセスを変革
 デジタルデータ活用や機械の自動化で日常管理や点検の効率化・高度化を実現

• 画像解析や
３次元測量
等を活用し、
出来形管理
の効率化を
実現

＜河川分野＞

• ドローン及び画像解析技術を
活用した、河川の異常箇所の
自動抽出技術の開発

＜空港分野＞

• 滑走路等の舗装点検に
おいて、画像解析によ
りひび割れの自動検出
等を実現

＜河川分野＞

• 堤防除草作業並びに
出来高計測を自動化
する技術を開発

調査業務の変革

監督検査の省人化・非接触化

点検の効率化

＜道路分野、空港分野＞

• 衛星による走行位置の
確認やガイダンスシス
テムによる投雪装置の
自動化等により除雪作
業の効率化・省力化を
実現

オペレー
タによる
車両運転

監督検査業務の変革
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＜空港分野＞

• 予め登録した
ルートに従い、
着陸帯の草刈
りを自動化

【 デジタルデータを活用し仕事のプロセスや働き方を変革】

日々の管理の効率化

＜道路分野＞

• パトロール車両に搭載したカメラから
リアルタイム映像をAI技術により処理
し、舗装の損傷判断を効率化

点検・管理業務の効率

化

調査業務の変革

衛星を活用した被災状況把握

• ドローン等によ
る港湾施設の被
災状況の把握

• 衛星画像等を用
いた変位推定・
計測

ドローン

人工衛星

＜港湾分野＞
• ドローンや水中

音響測深機によ
る３次元測量を
行い、監督・検査
をリモート化

ドローン

音響測深

＜鉄道分野＞

• レーザーを活用した、トンネル等の変状
検出や異常箇所の早期発見等を可能と
するシステムの開発による、鉄道施設の
保守点検の効率化・省力化

※道路用のデータ計測車両を
鉄道台車に搭載し、けん引

レーザースキャナー

変状の検出例
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【 ＤＸを支えるデータ活用環境の実現】
 スマートシティ等と連携し、デジタルデータを活用し社会課題の解決策を具体化
 ＤＸの取組の基盤となる３次元データ活用環境を整備

デジタルデータを用いた社会課題の解決

3次元データ活用環境の整備

＜土木施設＞

• 小規模を除く全ての
公共工事における
BIM/CIM※原則適用
に向け段階的に適用
拡大

＜公共建築＞

• 官庁営繕事業における3
次元モデル活用や、設
計・施工間のデータ引渡
しルールの整備

まちづくりのデジタル基盤
（都市部局が保有するデータ

の連携・オープン化）

×
健康福祉

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ

公衆衛⽣

交通

⾏政 住⺠ 企業エリマネ団体
多様な主体による利活⽤

多
種
多
様
な
デ
␗
タ

全体最適・市⺠参画・機動的なまちづくり

• 全国約50都市にて3D都市モ
デルを構築し、シミュレーショ
ン等ユースケースを開発

＜国家座標＞

• 調査・測量、設計、
施工、維持管理の
各施策の位置情報
の共通ルール「国家
座標」基盤の構築

座標が一致することにより
ICT施工等に貢献

＜3次元データの保管・活用＞

• 工事・業務で得られる3次元
データや点群データ等を保
管し、自由に閲覧が出来、
データの加工が出来るデー
タセンターを開発

※BIM/CIM：Building/Construction Information Modeling, Management

データ活用の基盤整備

3次元データ等を保管・活用環境の整備

社会課題の解決策の具体化

＜通信環境構築＞

• 本省・国総研、各
地整間の高速
（100Gbps）ネット
ワーク環境を構築

可視化による
干渉チェック作業の効率化

周辺環境を含めた施工計画の作成

現在︓100Mbps

今後︓100Gbps 

インフラ・建築物の3次元データ化

位置の基準・共通ルール「国家座標」

＜港湾分野＞

• データの標準化やク
ラウドの活用により、
BIM/CIM活用を推進

岸壁 係船柱
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